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～「主体的・対話的で深い学び」への授業改善をとおして～ 
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今回は，２年算数「大きさをしらべよう『かさ』」を紹介いたします。

まずは，本単元において，「普遍単位のよさは理解しているが，大きさを

正しく伝えるために大切なことであるという普遍単位の必要性までは理

解していない」という子どもの実態がありました。 

そこで，「普遍単位を使うことのよさを体験的に実感し，ｍＬ，ｄｌ，

Ｌの単位を正しく選択することをとおして，かさの大きさを的確に比べ

たり伝えたりする単元終了時の子ども」の姿を目指し，単元を構想してい

きます。そのために，「かさに目をつけて，大きさを単位で表す」という

見方・考え方を明示し，駆使するように支援していきたいと考えました。 
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３ ２年算数科実践例 「大きさをしらべよう『かさ』」 

⑴ 教師が問題を提示し，子どもが解決する場面 

本時は，水のかさを予想し実際に計測することをねら

いとする。まずは２ｄL のところに赤線を引いたコップ

を提示し，「このコップに入る水のかさを調べるにはどの

道具を使えばいいですか？」と発問した。子どもたちか

らは「１ｄL ますがちょうどいい」「１L ますではあふれ

ます」などが出される。代表児童が２ｄL のかさが入るコップであることを実証したこ

とで「早く，簡単に，正確に」計測したことを賞賛した。次に「バケツ」を提示し，「赤

い線までどれくらいの水のかさが入るだろう？」と発問する。このバケツには 3Ｌ5ｄL

のところまで水を入れてあり，赤線が引いてある。実際に持って重さを確かめる子ども

たちから「2Ｌ」や「3Ｌ」と予想する子どもの声が聞かれた。【資料１】 

また，机上に置かれた「１ｄL ます」「１L ます」のうち，どの容器を使うと「早く，

簡単に，正確に」測れるかも記入するよう指示した。このとき「○Ｌ○ｄＬ」のように

2 つの単位を組み合わせた大きさで表現する子どもはいなかった。1Ｌますを自分達で製

作していることもあり，バケツのかさをはかる容器は１L ますがふさわしいと考える子

どもが多く見られた。 

 

⑵ 教師と子どもで課題を設定し，子どもが解決する場面   

全ての班が１L ますを選択していることを全体で確認

したあと「１L ますで赤い線まで水を入れ，はかって下さ

い」と指示をし，計測が始まった。【資料２】実際に１L

ますで計測する活動を進めていくと，赤い線ちょうどに水

を測るためには，１L ますだけでは難しいというつまずき

をもつ班が出てくる。また次の班は，１L ますで２Ｌまで

入れ終わり，3 回目の注水を注意深く見守っている際の対

話である。 

はるか  ：赤い線まであと１回ぐらいだよ。入れるよ。 

ひろと  ：（入れ終わった後）えー・・・ 

はるか  ：あとちょっとじゃん・・・どうすればいいの？ 

ひな   ：（１ｄL ますを持ち）これもあるけど・・・ 

このように正確に計測できない状況が生じることで，赤い線ちょうどになるよう水を

継ぎ足し，かさを調節する場面も見られた。このような子どもたちのつまずきを見取り，

次のような課題を設定した。 

どうすれば，バケツの線までぴったりに水をはかれるのだろう？ 

 
【 資 料 １ 】 重 さ を 確 か め る 子 ど も  

 

【 資 料 ２ 】 実 際 に 計 測 す る 様 子  



前頁の課題を，「かさに目を付けて，大きさを単位で表す」という本単元の見方・考え

方を駆使しながら解決させていく。言語活動をとおして普遍単位を伝え合いながら，バ

ケツのかさの大きさを解決しようと活動を進める。 

ゆい  ：１ｄL ますで何回も入れたらいいよ。 

けいた ：いや，１L ますもつかうよ。 

あみ  ：でもこれ（１ｄL ます）も使うんでしょ？ 

ゆい    ：最初１L ますで入れて，最後に１ｄL ますを使えばいい？ 

かなた ：じゃあ，ぼくが水を入れるよ。 

机上に置かれた 1ｄＬますを使おうとする姿が読み取れる。「はしたのかさ」に目を付

け，赤い線に満たない大きさを 1Ｌますだけでなく，1ｄL ますも併せて使うとよいと気

付く子どもが出てきたのだ。全体共有の場面では，なみさんの「ｄL ますだけで何回も

測ることで正確に測れる」という意見に続き，かほさんが発言を続ける。                                  

はな  ：１L ますで 3 回いれたあと，ｄL ますで何回か入れるといいと思う。 

Ｔ   ：どちらのほうが早く簡単に正確に測れそうですか？ 

りな  ：・・・ｄL ます？ 

ゆみ  ：キャップで測るといいと思います。 

Ｔ   ：キャップは「早く簡単に正確に」測れそうかな？ 

はるき ：早く測れないです。 

Ｔ   ：かほさんの考えで実際にもう一度測ってみましょう。 

実際に１Lます・１ｄLますを両方使って計測し，赤い線まで満たないかさを確かめた。

「今３Lだよ」「２ｄL入った」「残りはこのｄLますでしよう」などと伝え合いながら計

測できたのだ。 

 

⑶ 子どもが本時を振り返る場面  

計測した結果を各班で黒板に記入

し，かさの大きさを比較した。【資料

３】2 つの計測道具を使うことで「3Ｌ

2ｄＬ」という結果を出した班が多かっ

た。今回の授業で「3Ｌ2ｄＬ」という

2 つの単位を組み合わせた読み方を初

めて学んだ。「はしたが出るときには 1

Ｌますだけでなく 1ｄＬますも使用す

る」「バケツのかさを計測するときは 1

Ｌますが早い」「給食の牛乳パックを測るときはｄL ますが正確だね」などと振り返った。 

 

【 資 料 ３ 】 計 測 結 果 を 比 較 し た 板 書  
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